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＜ 第 １３ 号 ＞

「時を守り、場を清め、礼を正す！」

これは、哲学者の森信三氏のことばです。このことばは、教育現場だけでな

く、企業の考え方や社会人教育など多方面で活用されていますので、耳にして

いる方もいると思います。私が顧問をしている剣道部でも、このことばはよく

話題に出しているものです。武道でも使われる「惻隠の情(そくいんのじょう)」

ということばに通ずるものとして大事にしています。郡山第一中学校の目指し

ているところにも近い文言ですので、自分の生活と比較してみてください。

【 時を守り 】 ｢遅刻をしない、期限を守る」ということになります。定刻までには準備を整え、

来るべきときに備えて心を静めて開始を待つということです。また、決められた期

日までに求められた対応を行うということでもあります。「時を守る」先には、必

ず『相手』があります。自らが「時を守る」ことで相手を尊重することになります。

【 場を清め 】 これは「整理・整頓をし、掃除をほどこす｣ということです。「３Ｓ」ともいわ

れています。さらに掃除をするということは「５Ｋ」として、次のことができて

くるといわれます

①気づく人になり、それによって相手からの信頼や信用を増していくこと

②心を磨くこと ③謙虚になれる

④感動する心を持てる ⑤感謝の心が芽生える

単に身の回りの整理整頓や清掃であっても、他を敬い、奉仕の心につながると考

えられています。

【 礼を正す(尽くす)】
「あいさつをする、返事をする」ということ。あいさつということばには「心を開い

て、相手に迫る」という意味があります。「あいさつする」ことで人間関係は良く保

たれるといわれます。「返事」も同じで、気持ちのよい返事をすれば、人間関係もよ

くなるのは、皆も気づいているはずです。

これらは、会社を経営する立場の多くの人からの意見なので、説得力があります。

｢身の回りが片付いていない」「呼ばれても返事をしない」「時間ギリギリで余裕がない」･･･全ての人が

気持ちよく生活するためにも、実践していきたい事柄です。

前回の生徒指導だより№12では、「最近、こんな生徒が多くなっているような気がします。」とい
うことで、次のようにあげました。学校生活をより充実させる（１１月の生活目標）ため、もう一度見つ

め直してみましょう。



① ちょっとしたことに、ブレーキがかからなくなっていることはないですか？
⇒ 面白半分、よってたかって･･･。自制する心を持ちたいものです。

⇒ ちょっと面白くないことがあって、ものに当たって壊してしまうことはありませんか？

② 悪いことだと分かっていて、やってしまっているということはないですか？
⇒ 分からなければ大丈夫。自分だけならいいだろう････。もしも、法に触れるような行為があれば、

１４歳以上は世の中では「逮捕」されてしまうこと知っていますか？

⇒ 夜１０:００以降は、警察の補導の対象になります。

③ 何をやるにも、「雑」にしていることはありませんか？
⇒ 戸の開け閉め、廊下の歩き方･･･もっとていねいに行うことができないのかなあ～

ここで、もう一度、自分の学校生活を振り返って、チェックしてみてください。

□ 時間に間に合って登校できていますか？(ギリギリ登校はないですか？）

□ 提出物は、(期限を守って)しっかり提出していますか？

□ チャイム着席ができていますか？

□ ４校時終了後１０分以内に、給食の準備をするのに教室に戻っていますか？

□ 清掃前後の整列は、素早く行えていますか？

□ 無言清掃は行えていますか？

□ 自分の机やロッカーの中は整理されていますか？（いらないものをそのままにしてい

ませんか？）

□ あいさつは相手に聞こえるように、目を見て、自分から行っていますか？

□ 授業中、指名されたならば、「ハイ」と返事をしてから答えていますか？

□ 昇降口の上履きや下履きは、かかとをそろえて置いていますか？

上の１０個のうち、８個以上に〇が付くようでなければ、改善が必要になりますからね！

＝ 最後に、訂正があります。＝ 混乱させてしまいました。スミマセン･･･

１１月４日付け発行「生徒指導だより№１２」の内容に誤りがありました。

№１２のたより裏面「冬に向かうにあたり、こんなことにも共通に理解して生活しましょう！」に

下校時刻について説明を載せています。

≪誤≫ ≪正≫
① 下校時刻の徹底を！ ① 下校時刻の徹底を！
･･･ １１月からは午後５時完全下校です。⇒ ･･･ １１月からは午後６時完全下校です。


